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事業所マスタ管理入力の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所の指定日 

「地活」を選択 

「１型」を選択 

複数の地域生活支援事業の指定がある場合は、 

最も過去の年月、および未来の年月を入力する。 

無、対象外を選択してください。 

（国保連に確認したところ、本市の場合は加算の請求に影響はしない項目とのことです。） 

日中短期、一時預かりについては届け出ている定員を入力。定員のないサービスは９９を入力。 

・ これらの方法は、令和５年４月２6 日現在で国保連に確認が取れている内容になります。 

・ 今後、新たに確認が取れた内容があった場合には、内容を時点修正していくことをあらかじめご了承ください。 
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３ 利用者マスタ管理入力の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分認定有効期間開始年月日を入力。区分がなければ支給決定開始年月日を入力。 

最初にサービスを提供した日を入力（※契約日ではない） 

不明な場合は便宜的に 2023/01/01 で入力 

 「その他」 

を選択 
「一般」 

を選択 

区分認定有効期間。区分がなければ支給決定期間を入力。 

障害支援区分や、 

障害児区分を選択 

受給者証記載の負担上限月額から所得区分を選択。 

37,200 円⇒一般２  9,300 円または 4,600 円⇒一般１ 

0 円⇒生活保護、低所得１、低所得２ 

（※0 円の区分が不明ならば低所得１を便宜的に選択） 

 

負担割合が最も高いサービスの負担率を便宜的に選択（この事例の場合は 10）、負担上限月額 0 円の場合は 0 を入力。 

・受給者証と、R5.4.20 川崎市障害福祉課通知に記載のサービスコード一覧を確認し、決定サービスコードを選択。（上の例で選択している

コードも参考にしてください。） 

※ 似たようなサービス名称で、違うサービスコードとなっているものが複数あるので十分ご注意の上、選択してください。） 

・日中短期、一時預かりについて、加算が支給決定されている場合には、ここで加算のサービスコードを選択する必要があります。 

受給者証記載の日数や時間数を入力 受給者証記載の支給決定有効期間を入力 

★移動支援事業、生活サポートの負担上限月額の入力ルールは次ページを確認してください。 
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利用者マスタ管理における負担上限月額の入力について（移動支援事業（移動支援、通学通所）、生活サポート（あんしんサポート、ファミリーサポート）） 

・ 利用者マスタ登録画面において、最終的な負担上限月額の調整のため、下記ルールによって、入力くださいますよう、お願いします。 

 

利用者マスタ登録画面の負担上限月額の入力内容対応表 

 

所得区分 

生活保護、 

低所得１、低所得２ 

一般１ 一般２ 

利 用 者 へ の

サ ー ビ ス 提

供状況 

移動支援のみ ０円 
4,600 円または 9,300 円 

（受給者証記載の利用者負担上限月額） 

37,200 円 

（受給者証記載の利用者負担上限月額） 

通学通所のみ ０円 10,000 円 10,000 円 

あんしんサポートのみ ０円 99,999 円 99,999 円 

ファミリーサポートのみ 0 円 99,999 円 99,999 円 

１事業所で、移動支援、通

学通所、あんしんサポー

ト、ファミリーサポートの

うち、二つ以上提供してい

る場合 

０円 99,999 円 99,999 円 
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サービス提供実績記録票作成時の注意点について  

（１）移動支援 

  

 以下のサービス提供を例とします。 

   支給決定 ４０時間 

   所得区分 一般１ 

サービス 

提供年月 
サービスコード サービス内容 １日の提供時間 提供日数 単位 給付費（円） 

４月 

０１０１０８ 
移動支援（個別）４時間以上４時

間３０分未満 

４時間１５分 

（９時から１３時１５分） 
８日 954 76,320 

０１３３２９ 
身体介護加算（Ⅰ）１時間３０分

未満 

１時間１５分 

（上記提供時間のうち） 
８日 198 15,840 

利用者負担額 -4,600 

給付費合計 87,560 
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移動支援入力例（本体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 計画時間、実績時間を４桁で入力する。 

この例では 9 時から 13 時１５分までの提供 

┗ ②移動支援を選択 

 

┗ ③個別支援を選択 

 
┗ ④従事者資格に伴う減算がある場合に

は減算を選択（この例では未選択） 

┗ ⑤明細追加を押下（次ページへ） 
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移動支援入力例（本体） 

  

┗ ⑤自動的に対応する請求サービスコー

ドが入力されます。 
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移動支援入力例（身体介護加算）  

① 身体介護加算の提供時間を入力します。この例では、便宜的に

9 時から 10 時 15 分と入力しています。 

┗ ②身介加算Ⅰや、 

   身介加算Ⅱを選択 

 

┗ ③ここは何も選択しない。 

（ここを選択していると、左項目に身介加算等が表示されません。） 

 

┗ ④明細追加を押下 

┗ ⑤本体請求と同じく、自動的に対応する

請求サービスコードが入力されます。 
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移動支援入力例（登録/更新） 

 

  

同様に月の全サービス提供分を入力します。 

記入例のとおり、日付は時系列である必要はありませんが、 

サービス提供日の入力誤りなどには十分ご注意ください。 

登録、更新を押下して入力完了です。 

同様に、他の利用者分も入力していきます。 

必要な利用者の入力が終わったら、サービス提供実績記録票検索／CSV 出力から請求情報等を作成してください。 

請求情報作成の詳細は、国保連マニュアル「請求情報作成ツール操作マニュアル」を参照してください。 
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（２）通学通所 

  

 以下のサービス提供を例とします。 

   支給決定 ４６回 

   所得区分 一般１ 

サービス 

提供年月 
サービスコード サービス内容 １回の提供時間 提供回数 単位 給付費（円） 

４月 ０５０１０４ 
移動支援（通学通所支援）

１時間未満 

送 ４５分（8 時から８時４５分） 

迎 ４５分（14 時から 14 時 45 分） 
４０回 268 107,200 

利用者負担額 

（通学通所は他サービスと上限管理なしで個別に徴収。一般１、２の上限は 10,000 円。生保、低所得１、２は負担なし。） 

-10,000 

給付費合計（うち（）内は自治体助成額） 907,200

（720） 

    

 自治体助成額について 

 ・ 旧かながわシステムでは、利用者負担額が 10,000 円をオーバーした場合は、自治体助成欄に差分の金額を入力し、公費から給付していました。 

   （この事例では 720 円） 

 ・ 次期かながわシステムでは自治体助成の入力はありませんが、次ページ以降に示すように、事業所において複数サービスを提供している場合には 

利用者負担額の入力に注意が必要になります。 
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通学通所入力例 

  

① 計画時間、実績時間を４桁で入力する。 

この例では 14 時から 14 時 45 分までの迎えの提供時間を入力。 

┗ ②生保、低所得１、２の場合は通学通所 A を選択。 

  この例では一般１なので通学通所を選択。 

┗ ③明細追加を押下 

 

┗ ④自動的に対応する請求サービスコードが入力されます。 

  １日に送迎で２回算定する場合は、この例の通り２行作成してください。（※日付に注意） 

 

  以降、移動支援と同様、月の全サービス提供分を作成してください。 

登録、更新を押下して入力完了です。 

同様に、他の利用者分も入力していきます。 

必要な利用者の入力が終わったら、サービス提供実績記録票検索／CSV 出力から請求情報等を作成してください。 

請求情報作成の詳細は、国保連マニュアル「請求情報作成ツール操作マニュアル」を参照してください。 
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通学通所入力例（利用者負担について） 

・ 請求情報作成ツールの「請求明細書情報検索／CSV 出力」から対象者を検索してチェックし、「当月分修正」タブを押下してください。 

・ 通学通所のみ提供しており、所得区分が一般１または一般２の利用者の場合には、利用者マスタ登録画面で負担上限月額を 10,000 円と入力している 

ので、下記のとおり、自動的に 10,000 円の範囲内で利用者負担額が表示されます。 

 

  

この例の場合、これまで旧システムでは 720 円を自治体助成として請求していましたが、 

自動的に 10,000 円の範囲内で決定利用者負担額が調整されます。 
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通学通所入力例（利用者負担）※複数のサービスを提供している場合 

・通学通所のみを提供している場合と違い、１事業所で複数のサービスを提供している場合には、利用者マスタ登録画面で負担上限月額を 99,999 円と便 

宜的に入力する必要があることから、決定利用者負担額の入力において下記の通り調整が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●移動支援 

この例の場合、所得区分一般１の例なので、決定利用者負担額が 

本来 4,600 円とならなければなりませんが、移動支援については 

請求後に自動的に国サービスとの上限管理が行われるため、 

この金額を修正する必要はありません。 

 

●あんしんサポート 

あんしんサポートやファミリーサポートの場合、 

ここで決定利用者負担額を修正する必要はありま

せん。 

●通学通所 

この例の場合、負担上限月額の 10,000 円をオーバー

しているので、手動で 10,000 円に修正します。 

修正後 

┗修正後に登録／更新を押下 

 


